
(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】  所定の鉄骨鉄筋籠を地上で組み立ててこ

れを掘削孔内に建て込み、複数のトレミー管を介してか

つこれを適宜引き上げながら前記掘削孔内にコンクリー

トを打設するＳＲＣ地中連続壁におけるコンクリートの

打設方法において、

前記鉄骨鉄筋籠の組立工程においては、該鉄骨鉄筋籠を

構成する鉄骨にトレミー管ガイドレールを取り付け、該

ガイドレールに前記トレミー管の外側に突設されたガイ

ドを嵌め込んだ状態で該トレミー管を前記鉄骨鉄筋籠内

に配設し、

前記コンクリート打設工程においては、複数の吐出口を

持つホッパーを前記複数のトレミー管の上方に配設する

ことを特徴とするＳＲＣ地中連続壁におけるコンクリー

トの打設方法。

【請求項２】  前記ホッパー内に可動仕切板を設け、該

可動仕切板によって分割された領域の容量比率が所望の

コンクリート分配比率となるように、前記可動仕切板の

取付け位置を調整する請求項１記載のＳＲＣ地中連続壁

におけるコンクリートの打設方法。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【産業上の利用分野】本発明は、ＳＲＣ地中連続壁にお

けるコンクリートの打設方法に関する。

【０００２】

【従来の技術】地中連続壁工法においては、よく知られ

ているように、ケリー掘削機などを用いて地盤をトレン

チ状に掘削した後、該掘削孔内に鉄筋籠を建て込み、し

かる後にトレミー管を介して掘削孔内にコンクリートを

打設し、孔内に満たされた安定液をコンクリートで置換
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する。

【０００３】一方、地中壁の構造をＳＲＣとする場合が

あり、かかる地中壁においては、内部に鉄骨を適宜配置

し、その回りに鉄筋を配設した鉄骨鉄筋籠を掘削孔内に

建て込むこととなるが、かかる鉄骨鉄筋籠においては、

内部が鉄骨で仕切られるためにコンクリートが全体に行

き渡らず、その結果、質の悪いコンクリートが形成され

てしまうおそれがある。そのため、鉄骨で仕切られた領

域ごとにトレミー管を建て込み、これら複数のトレミー

管を介してコンクリートを打設することによってコンク

リートの品質を確保していた。

【０００４】

【発明が解決しようとする課題】しかしながら、かかる

方法では、鉄骨鉄筋籠の建て込みに加えて複数のトレミ

ー管の建て込みが別途必要となり、工程が長くなる原因

となっていた。また、トレミー管の引上げ作業の前後に

おいてホッパーの取外し並びに取付けが必要となるが、

トレミー管の本数が多くなるにつれて、かかる作業に要

する手間や時間が無視できなくなり、やはり工程に影響

を与えるという問題も生じていた。

【０００５】本発明は、上述した事情を考慮してなされ

たもので、ＳＲＣ地中連続壁を構築する際の施工能率を

改善することが可能なコンクリートの打設方法を提供す

ることを目的とする。

【０００６】

【課題を解決するための手段】上記目的を達成するた

め、本発明のＳＲＣ地中連続壁におけるコンクリートの

打設方法は請求項１に記載したように、所定の鉄骨鉄筋

籠を地上で組み立ててこれを掘削孔内に建て込み、複数

のトレミー管を介してかつこれを適宜引き上げながら前

記掘削孔内にコンクリートを打設するＳＲＣ地中連続壁

におけるコンクリートの打設方法において、前記鉄骨鉄

筋籠の組立工程においては、該鉄骨鉄筋籠を構成する鉄

骨にトレミー管ガイドレールを取り付け、該ガイドレー

ルに前記トレミー管の外側に突設されたガイドを嵌め込

んだ状態で該トレミー管を前記鉄骨鉄筋籠内に配設し、

前記コンクリート打設工程においては、複数の吐出口を

持つホッパーを前記複数のトレミー管の上方に配設する

ものである。

【０００７】また、本発明のＳＲＣ地中連続壁における

コンクリートの打設方法は、前記ホッパー内に可動仕切

板を設け、該可動仕切板によって分割された領域の容量

比率が所望のコンクリート分配比率となるように、前記

可動仕切板の取付け位置を調整するものである。

【０００８】

【作用】本発明のＳＲＣ地中連続壁におけるコンクリー

トの打設方法においては、鉄骨鉄筋籠を地上で組み立て

る際、該鉄骨鉄筋籠を構成する鉄骨にトレミー管ガイド

レールを取り付け、該ガイドレールに前記トレミー管の

外側に突設されたガイドを嵌め込んだ状態で該トレミー

管を前記鉄骨鉄筋籠内に配設する。次いで、鉄骨鉄筋籠

を掘削孔内に建て込む。

【０００９】このようにすると、トレミー管は、鉄骨鉄

筋籠の建込み時に同時に掘削孔内に建て込まれることと

なり、何本ものトレミー管を鉄骨鉄筋籠とは別に掘削孔

内に建て込む手間が省ける。

【００１０】次に、複数の吐出口を持つホッパーを前記

複数のトレミー管の上方に配設してコンクリートを打設

する。

【００１１】このようにすると、コンクリート打設の進

行に応じてトレミー管をトレミー管ガイドレールに沿っ

て引き上げる際、各トレミー管ごとにホッパーを取り外

したりあるいは取り付けたりする手間を省くことができ

る。

【００１２】また、ホッパー内に可動仕切板を設け、該

可動仕切板によって分割された領域の容量比率が所望の

コンクリート分配比率となるように、前記可動仕切板の

取付け位置を調整するようにした場合、めんどうな計量

を行わなくても所望の分配比率でコンクリートを打ち込

むことが可能となる。

【００１３】

【実施例】以下、本発明のＳＲＣ地中連続壁におけるコ

ンクリートの打設方法の実施例について、添付図面を参

照して説明する。

【００１４】図１は、本実施例に係るＳＲＣ地中連続壁

におけるコンクリートの打設方法をフローチャートで示

したものである。同図でわかるように、本実施例に係る

コンクリートの打設方法においては、まず、鉄骨鉄筋籠

を地上で組み立てるが、該組立にあたっては、トレミー

管ガイドレールを予め鉄骨の側面に配設しておく（ステ

ップ１０１）。

【００１５】図２(a) は、地上での組立が終了した鉄骨

鉄筋籠１を示したものである。同図でわかるように、鉄

骨鉄筋籠１は、Ｉ型鋼２の回りに縦筋３および横筋４を

適宜配設して構成してあり、Ｉ型鋼２の両側面には、図

２(b) に詳細に示すようにトレミー管ガイドレール５を

取り付けてある。トレミー管ガイドレール５は、図２

(c) でよくわかるようにＩ型鋼２の軸線に沿って延びて

おり、例えば２つのチャンネルを向かい合わせにして構

成することができる。

【００１６】トレミー管ガイドレール５の上端近傍に

は、図２(b)乃至図２(d)でよくわかるように、後述する

ピン７を水平方向に挿通可能な貫通孔６を上下二段に形

成してある。

【００１７】次に、図３に示すトレミー管１１を鉄骨鉄

筋籠１内に配設する（図１、ステップ１０２）。トレミ

ー管１１は、図３でわかるように本体１２の外側にガイ

ド１３を突設してあり、該ガイド１３は、トレミー管ガ

イドレール５内に緩く嵌まり込んで該レール５に沿って

移動できるようになっている。また、ガイド１３は、図
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３(b) でよくわかるようにトレミー管ガイドレール５に

形成された貫通孔６に固定手段としてのピン７を挿通す

ることにより、該ガイドレール５に固定されるようにな

っている。なお、ガイド１３は、その高さを上下二段に

形成された貫通孔６のピッチからピン７の幅を差し引い

た値とほぼ同等とし、その配置ピッチをトレミー管の引

上げ高さとするのがよい。

【００１８】図４は、４本のトレミー管１１を鉄骨鉄筋

籠１内に配設した様子を示したものであり、該トレミー

管１１のガイド１３をそれぞれトレミー管ガイドレール

５に嵌め込んである。

【００１９】次に、ピン７を貫通孔６に差し込むことに

よってトレミー管１１をトレミー管ガイドレール５に固

定し（ステップ１０３）、次いで、鉄骨鉄筋籠１をクレ

ーンで吊り上げてこれを掘削孔内に建て込む（ステップ

１０４）。

【００２０】次に、図５に示すようなホッパー２１をト

レミー管１１の上方に配設する（ステップ１０５）。ホ

ッパー２１は、生コンクリートを収容する横長の箱体２

４と、該箱体２４の底部に設けられた複数の吐出口２２

とからほぼ構成され、各吐出口２２には仕切板２３を配

設してある。仕切板２３は、これを閉じることによって

コンクリートミキサー車から供給された生コンクリート

を一時的に箱体２４内に貯留できるようになっている。

【００２１】次に、図６に示すようにホッパー２１およ

びトレミー管１１を介して掘削孔３１内にコンクリート

を打設する（ステップ１０６）。

【００２２】コンクリートの天端が所定の高さまで上昇

したら、コンクリートの投入をいったん中断してホッパ

ー２１を取り外す（ステップ１０８）。

【００２３】次に、トレミー管１１を吊持した状態でト

レミー管ガイドレール５の貫通孔６からピン７を引き抜

き、トレミー管１１を可動状態とした後、該トレミー管

１１をガイドレール５に沿って引き上げ（ステップ１０

９）、所定の位置にきたら、ピン７を貫通孔６に差し込

んでトレミー管１１をガイドレール５に固定する（ステ

ップ１１０）。そして、最上段のトレミー管１１を切っ

た後（ステップ１１１）、再びホッパー２１をトレミー

管１１の上方に配設する（ステップ１０５）。

【００２４】かかるステップ１０５乃至１１１は、コン

クリート打設が終了するまで繰り返し行う。

【００２５】以上説明したように、本実施例のＳＲＣ地

中連続壁におけるコンクリートの打設方法によれば、鉄

骨鉄筋籠を地上で組み立てる際には、該鉄骨鉄筋籠にト

レミー管を予め昇降自在に配設するとともに、コンクリ

ート打設の際には、複数の吐出口を持つホッパーを複数

のトレミー管の上方に配設するようにしたので、掘削孔

内への建て込みは一度で済み、何本ものトレミー管を鉄

骨鉄筋籠とは別に掘削孔内に建て込む手間が省ける。ま

た、トレミー管の引上げに伴うホッパーの取外し並びに

取付けを、トレミー管の本数に関係なく一度で済ませる

ことができ、各トレミー管ごとにホッパーを取り外した

りあるいは取り付けたりする手間を省くことができる。

【００２６】また、コンクリート打設の際にはトレミー

管ガイドレールに設けた貫通孔にピンを差し込んでトレ

ミー管を該ガイドレールに固定する一方、トレミー管の

吊上げを行う際にはピンを引き抜くようにしたので、ト

レミー管の固定および引上げをスムーズに行うことが可

能となる。

【００２７】本実施例では、複数の吐出口を持つホッパ

ーとして図５に示すホッパー２１を用いたが、これに代

えて図７に示すホッパー４１を使用してもよい。ホッパ

ー４１は、ホッパー２１と同様、複数の吐出口２２およ

び仕切板２３を設けてあるが、それらに加えて可動仕切

板４２を内部に設けてあり、アングル４３によって同図

矢印に示す範囲で取付け位置を移動できるようになって

いる。そして、可動仕切板４２によって分割された領域

の容量比率が所望のコンクリート分配比率となるよう

に、可動仕切板４２の取付け位置を調整すれば、めんど

うな計量を行わなくても所望の分配比率でコンクリート

を打ち込むことが可能となる。

【００２８】したがって、鉄骨鉄筋籠内でのコンクリー

ト天端ができるだけ均一な状態で上昇するように、コン

クリートを打設することができる。

【００２９】また、本実施例では、固定手段としてピン

を採用したが、これ以外にもさまざまな設計変更が可能

であり、例えばガイド側に係合爪を設け、ガイドレール

側にはそれに係合する凹部を設けるような構成としても

よい。また、トレミー管をかかる固定手段によってトレ

ミー管ガイドレールに固定する代わりに、地上に組んだ

別の支持構造体で支持するようにしてよい。

【００３０】

【発明の効果】以上述べたように、本発明のＳＲＣ地中

連続壁におけるコンクリートの打設方法は、所定の鉄骨

鉄筋籠を地上で組み立ててこれを掘削孔内に建て込み、

複数のトレミー管を介してかつこれを適宜引き上げなが

ら前記掘削孔内にコンクリートを打設するＳＲＣ地中連

続壁におけるコンクリートの打設方法において、前記鉄

骨鉄筋籠の組立工程においては、該鉄骨鉄筋籠を構成す

る鉄骨にトレミー管ガイドレールを取り付け、該ガイド

レールに前記トレミー管の外側に突設されたガイドを嵌

め込んだ状態で該トレミー管を前記鉄骨鉄筋籠内に配設

し、前記コンクリート打設工程においては、複数の吐出

口を持つホッパーを前記複数のトレミー管の上方に配設

するようにしたので、ＳＲＣ地中連続壁を構築する際の

施工能率を改善することができる。

【００３１】

【図面の簡単な説明】

【図１】本実施例に係るＳＲＣ地中連続壁におけるコン

クリートの打設方法の流れを示したフローチャート。
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【図２】(a)は、組立が終了した鉄骨鉄筋籠の全体図、

(b)は該鉄骨鉄筋籠を構成するＩ型鋼の拡大詳細図、(c)

 は(b)のＡ―Ａ線方向から見た側面図、(d)はＢ―Ｂ線

に沿う断面図。

【図３】(a)はトレミー管の横断面図、(b)は同じく側面

図。

【図４】(a)は鉄骨鉄筋籠内にトレミー管を配設した様

子を示した平面図、(b)は同じく側面図。

【図５】複数の吐出口を設けたホッパーをトレミー管の

上方に取り付ける様子を示した側面図。

【図６】コンクリート打設を行っている様子を示した全

体図。

【図７】ホッパーの変形例を示した図。

【符号の説明】

１０１          鉄骨鉄筋籠の組立工程

１０２          トレミー管の配設工程

１０３、１１０  トレミー管の固定工程

１０４          建込み工程

１０５          ホッパーの取付け工程

１０６          コンクリート打設工程

１０８          ホッパーの取外し工程

１０９          トレミー管の引上げ工程

１              鉄骨鉄筋籠

２              Ｉ型鋼（鉄骨）

５              トレミー管ガイドレール

７              ピン（固定手段）

１１            トレミー管

１３            ガイド

２１、４１      ホッパー

２２            吐出口

４２            可動仕切板

【図２】 【図３】 【図４】
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【図１】
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【図５】 【図６】

【図７】


